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介護老人保健施設入所者に対する処方せんの交付等にかかる「療担規則及び薬担規則

並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」の改正について

本日 「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項、

等の一部を改正する件 （厚生労働省告示第568号。以下 「改正告示」という ）が公布」 、 。

され、同日から適用されたところである。

改正告示の内容等については以下のとおりであるので、その取扱いに遺漏のないよう、

貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対し、周知徹底を図られたい。

記

１ 改正告示の内容

（１）保険医が使用できる医薬品及び歯科材料について

高度医療評価制度が平成20年４月から導入されたことに伴い、新たに薬事法の承認

等が得られていない医薬品・医療機器の使用を伴う先進的な医療技術について、先進

医療の一類型として保険診療と併用できることとされたところであるが、当該未承認

の医薬品等を保険医が使用できるよう、保険医療機関及び保険医療養担当規則上の所

要の改正を行うものである。

（２）介護老人保健施設の入所者に対する処方せんの交付について

平成20年度診療報酬改定において、介護老人保健施設の入所者である患者（以下、

「施設入所者」という ）に対して算定できる薬剤について、インターフェロン製剤。

等を加えたところであるが、高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給

付等の取扱い及び担当に関する基準（以下 「療担基準」という ）においては、施、 。

設入所者に対して保険医が処方せんを交付できるのは、上述の薬剤のうち、抗悪性腫

瘍剤等、一部の薬剤に限っていたところである。

施設入所者に対して算定できる薬剤を拡大した趣旨を踏まえ、施設入所者に対して

処方せんを交付できる場合について、療担基準上の所要の改正を行うものである。



２ 改正告示の適用に伴う関係通知の一部改正について

改正告示の適用に伴い 「診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項につ、

いて （平成20年３月５日保医発第0305001号）及び「 療担規則及び薬担規則並びに療」 「

担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生

労働大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項について （平成18年３月13日保医発」

第0313003号）を別紙１及び別紙２のとおり改正する。なお、通知の改正内容について

は、以下のとおりであること。

（１）先進医療関係

改正告示に合わせ、保険医が使用できる医薬品及び歯科材料について、所要の改

正を行うものであること （別紙２参照）。

（２）介護老人保健施設の入所者に対する処方せんの交付について

① 透析液等に係る処方せんを交付された患者に対して、区分番号Ｊ０３８に掲げる

人工腎臓（１日につき）を算定する場合には、透析液等の費用が含まれていない人

工腎臓「２」を算定することとしたこと （別紙１参照）。

② 改正告示に合わせ、施設入所者に対して処方せんを交付できる場合等について、

所要の改正を行うとともに 改正告示中 在宅血液透析を行っている患者 及び 在、 「 」 「

宅腹膜灌流を行っている患者」の定義について明確にしたものであること （別紙。

１及び別紙２参照）



別 紙 １

「診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について」

（平成20年３月５日保医発第0305001号）の一部改正について

１ 別添１の第２章特掲診療料、第２部在宅、第３節薬剤料、Ｃ２００（１）中「乾燥人血

液凝固第Ⅸ因子製剤（活性化プロトロンビン複合体及び乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性

複合体を含む。）」を「乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾

燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体」に、「及びアダリムマブ製剤」を「、アダリムマ

ブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチン」に改める。

２ 別添１の第２章特掲診療料、第９部処置、Ｊ０３８人工腎臓（２）に次を加える。

エ 人工腎臓を行う際に使用する薬剤等に係る処方せんを交付された患者である場合

３ 別添３の区分０１（６）イ中「乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製剤（活性化プロトロンビン複

合体及び乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体を含む。）」を「乾燥人血液凝固第Ⅸ因

子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体」に、

「及びアダリムマブ製剤」を「、アダリムマブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチ

ン」に改める。



別 紙 ２

「「療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」及び

「保険外併用療養費に係る厚生労働大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項について」

（平成18年３月13日保医発第0313003号）の一部改正について

１ 第７の「１」中「医薬品を使用する場合」の下に「又は厚生労働大臣の定める先進医療

及び施設基準第３項各号に掲げる先進医療に係る薬物を使用する場合」を加える。

２ 第９に次の④を加える。

④ 厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準第３項各号に掲げる先進医療に係る機械

器具等を使用する場合

３ 第10の「２」を「４」とし、「１」の次に次の「２」及び「３」を加える。

２ 在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるものであること。

① 在宅血液透析指導管理料を算定している患者

② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で人工腎臓を行ってい

る患者

③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」（平成18年３月31

日保医発第0331002号）の１の(1)から(8)に規定される施設に入所している者又はサー

ビスを利用している者であって、当該施設内で人工腎臓を行っている患者

３ 在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるものであること。

① 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者

② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で腹膜灌流を行ってい

る患者

③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」の１の(1)から(8)

に規定される施設に入所している者又はサービスを利用している者であって、当該施

設内で腹膜灌流を行っている患者



４ 第12の①中「抗悪性腫瘍剤」の下に「（注射薬を除く。）」を加え、次の④から⑫を加

える。

④ インターフェロン製剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは効果を有するものに

限る。）の支給を目的とする処方せんを交付する場合

⑤ 血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体迂回活性複合体の支給
う

を目的とする処方せんを交付する場合

⑥ 自己連続携行式腹膜灌流に用いる薬剤の支給を目的とする処方せんを交付する場合

⑦ 診療報酬の算定方法別表第三調剤報酬点数表第４節区分番号30に掲げる特定保険医

療材料の支給を目的とする処方せんを交付する場合

⑧ エリスロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧

血状態にあるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交

付する場合

⑨ ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者のうち腎性貧血

状態にあるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交付

する場合

⑩ 人工腎臓用透析液（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目

的とする処方せんを交付する場合

⑪ 血液凝固阻止剤（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的

とする処方せんを交付する場合

⑫ 生理食塩水（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。)の支給を目的とする

処方せんを交付する場合



（参考 別紙１関係）

「診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について （平成20年３月５日保医発第0305001号）」
の一部改正について

改 正 後 改 正 前

別添１ 別添１

第２部 在宅 第２部 在宅
第３節 薬剤料 第３節 薬剤料

Ｃ２００ 薬剤 Ｃ２００ 薬剤
(１) 次の厚生労働大臣の定める注射薬に限り投与すること (１) 次の厚生労働大臣の定める注射薬に限り投与すること

ができる。 ができる。
【厚生労働大臣の定める注射薬】 【厚生労働大臣の定める注射薬】

インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性 インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性
型血液凝固第Ⅶ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子 型血液凝固第Ⅶ因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子
製剤、乾燥人血液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因 製剤、乾燥人血液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因
子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子 子製剤（活性化プロトロンビン複合体及び乾燥人血液凝固因
抗体迂回活性複合体、性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性 子抗体迂回活性複合体を含む 、性腺刺激ホルモン放出ホル。）
腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモン誘導体、 モン剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモ
ソマトスタチンアナログ 自己連続携行式腹膜灌流用灌流液 ン誘導体、ソマトスタチンアナログ、自己連続携行式腹膜灌、 、
在宅中心静脈栄養法用輸液 インターフェロンアルファ製剤 流用灌流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、インターフェロン、 、
インターフェロンベータ製剤、ブトルファノール製剤、ブプ アルファ製剤、インターフェロンベータ製剤、ブトルファノ
レノルフィン製剤、塩酸モルヒネ製剤、抗悪性腫瘍剤、グル ール製剤、ブプレノルフィン製剤、塩酸モルヒネ製剤、抗悪
カゴン製剤、ヒトソマトメジンＣ製剤、人工腎臓用透析液、 性腫瘍剤、グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンＣ製剤、人工
血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグランジンＩ 製剤、 腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグラ２

エタネルセプト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、スマ ンジンＩ 製剤、エタネルセプト製剤、注射用水、ペグビソマ２

、 、 、トリプタン製剤、クエン酸フェンタニル製剤、複方オキシコ ント製剤 スマトリプタン製剤 クエン酸フェンタニル製剤
ドン製剤、ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、リ 複方オキシコドン製剤、ベタメタゾンリン酸エステルナトリ
ン酸デキサメタゾンナトリウム製剤、メタスルホ安息香酸デ ウム製剤、リン酸デキサメタゾンナトリウム製剤、メタスル
キサメタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、Ｈ ホ安息香酸デキサメタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ２

遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネ 阻害剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム２

キサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製剤、メトク 製剤、トラネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル



ロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、臭化ブチルスコ 製剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、臭
ポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシ 化ブチルスコポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモニ
ン・Ｌ－システイン塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ ウム・グリシン・Ｌ－システイン塩酸塩配合剤及びアダリム
スロポエチン及びダルベポエチン マブ製剤

第９部 処置 第９部 処置
Ｊ０３８ 人工腎臓 Ｊ０３８ 人工腎臓

(１)（略） (１)（略）
(２) 入院中の患者に人工腎臓を行った場合又は特掲診療料 (２) 入院中の患者に人工腎臓を行った場合又は特掲診療料

の施設基準等の第十一の二に規定する場合（入院中の患 の施設基準等の第十一の二に規定する場合（入院中の患
者以外の患者に血液濾過を行った場合又はその他特に認 者以外の患者に血液濾過を行った場合又はその他特に認
める場合）に該当する場合においては 「２」により算 める場合）に該当する場合においては 「２」により算、 、
定する。なお 「入院中の患者以外の患者に血液濾過を 定する。なお 「入院中の患者以外の患者に血液濾過を、 、
行った場合又はその他特に認める場合」とは、入院中の 行った場合又はその他特に認める場合」とは、入院中の
患者以外の患者であって下記の場合である。 患者以外の患者であって下記の場合である。
ア 血液透析濾過を行った場合 ア 血液透析濾過を行った場合
イ 生命に危険を及ぼす程度の重篤な出血性合併症（頭 イ 生命に危険を及ぼす程度の重篤な出血性合併症（頭

蓋内出血、消化管出血）を有する患者に対して血液透 蓋内出血、消化管出血）を有する患者に対して血液透
析を行った場合 析を行った場合

ウ 重大な視力障害に至る可能性が著しく高い、進行性 ウ 重大な視力障害に至る可能性が著しく高い、進行性
眼底出血を有する患者に血液透析を行った場合 眼底出血を有する患者に血液透析を行った場合

エ 人工腎臓を行う際に使用する薬剤等に係る処方せん
を交付された患者である場合

(３)～(18 （略） (３)～(18 （略）） ）

別添３ 別添３
区分０１ 調剤料 区分０１ 調剤料

(１)～(５)（略） (１)～(５)（略）
(６) 注射薬 (６) 注射薬

ア（略） ア（略）
イ 注射薬のうち支給できるものは、在宅医療における自 イ 注射薬のうち支給できるものは、在宅医療における自

己注射のために投与される薬剤（インスリン製剤、ヒト 己注射のために投与される薬剤（インスリン製剤、ヒト
成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子 成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子
製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血 製剤、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血



液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製剤、活 液凝固第Ⅷ因子製剤、乾燥人血液凝固第Ⅸ因子製剤（活
性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂 性化プロトロンビン複合体及び乾燥人血液凝固因子抗体
回活性複合体、自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅 迂回活性複合体を含む 、自己連続携行式腹膜灌流用灌。）
中心静脈栄養法用輸液、性腺刺激ホルモン放出ホルモン 流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、性腺刺激ホルモン放
剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモ 出ホルモン剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン
ン誘導体、ソマトスタチンアナログ、インターフェロン 放出ホルモン誘導体、ソマトスタチンアナログ、インタ

、 、アルファ製剤、インターフェロンベータ製剤、ブトルフ ーフェロンアルファ製剤 インターフェロンベータ製剤
ァノール製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性腫瘍剤、 ブトルファノール製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性
グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンＣ製剤、人工腎臓用 腫瘍剤、グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンＣ製剤、人
透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩水、プロスタグラン 工腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩水、プロス
ジンＩ 製剤、塩酸モルヒネ製剤、エタネルセプト製剤、 タグランジンＩ 製剤、塩酸モルヒネ製剤、エタネルセプ２ ２

注射用水、ペグビソマント製剤、スマトリプタン製剤、 ト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、スマトリプタ
クエン酸フェンタニル製剤、複方オキシコドン製剤、ベ ン製剤、クエン酸フェンタニル製剤、複方オキシコドン
タメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、リン酸デキ 製剤、ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、リ
サメタゾンナトリウム製剤、メタスルホ安息香酸デキサ ン酸デキサメタゾンナトリウム製剤、メタスルホ安息香
メタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、Ｈ 遮 酸デキサメタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害２

断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラ 剤、Ｈ 遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製２

ネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製剤、 剤、トラネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチ
メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、臭化 ル製剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製
ブチルスコポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモ 剤、臭化ブチルスコポラミン製剤、グリチルリチン酸モ
ニウム・グリシン・Ｌ－システイン塩酸塩配合剤、アダ ノアンモニウム・グリシン・Ｌ－システイン塩酸塩配合
リムマブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチン） 剤及びアダリムマブ製剤）に限る （以下、省略）。
に限る （以下、省略）。

(７)～(14)（略) (７)～(14)（略）



（参考 別紙２関係）

「 療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」及び「保険外併用療養費に係る厚生労働「
大臣が定める医薬品等」の実施上の留意事項について （平成18年３月13日保医発第0313003号）の一部改正について」

改 正 後 改 正 前

第１～６（略） 第１～６（略）

第７ 医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事 第７ 医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事
項等告示第７関係） 項等告示第７関係）

１ 保険医について、第６に規定する医薬品以外の医薬品の １ 保険医について、第６に規定する医薬品以外の医薬品の
使用が認められる場合は、厚生労働大臣の定める評価療養 使用が認められる場合は、厚生労働大臣の定める評価療養
及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使 及び選定療養第１条第４号に掲げる療養に係る医薬品を使
用する場合又は厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基 用する場合であること。
準第３項各号に掲げる先進医療に係る薬物を使用する場合
であること。

２（略） ２（略）

第８（略） 第８（略）

第９ 厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合(掲示事 第９ 厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合(掲示事
項等告示第９関係) 項等告示第９関係)
第８に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められ 第８に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められ

る場合として、次の場合を定めたものであること。 る場合として、次の場合を定めたものであること。
① 金合金又は白金加金を前歯部の鋳造歯冠修復に使用す ① 金合金又は白金加金を前歯部の鋳造歯冠修復に使用す

る場合 る場合
② 掲示事項等告示第８に掲げる保険医療材料（金属であ ② 掲示事項等告示第８に掲げる保険医療材料（金属であ

るものに限る ）以外の金属を総義歯の床部に使用する るものに限る ）以外の金属を総義歯の床部に使用する。 。
場合 場合

③ 薬事法第80条の３第１項に規定する治験に係る機械器 ③ 薬事法第80条の３第１項に規定する治験に係る機械器
具等を使用する場合 具等を使用する場合

④ 厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準第３項各
号に掲げる先進医療に係る機械器具等を使用する場合



第10 厚生労働大臣が定める注射薬等（掲示事項等告示第10関 第10 厚生労働大臣が定める注射薬等（掲示事項等告示第10関
係） 係）

１ 保険医が投与することができる注射薬としてインスリン １ 保険医が投与することができる注射薬としてインスリン
製剤等を定めたものである。 製剤等を定めたものである。

２ 在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるもので
あること。
① 在宅血液透析指導管理料を算定している患者
② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健

施設内で人工腎臓を行っている患者
③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱い

について （平成18年３月31日保医発第0331002号）の１」
の(1)から(8)に規定される施設に入所している者又はサ
ービスを利用している者であって、当該施設内で人工腎
臓を行っている患者

３ 在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるもので
あること。
① 在宅自己腹膜灌流指導管理料を算定している患者
② 介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健

施設内で腹膜灌流を行っている患者
③ 「特別養護老人ホーム等における療養の給付の取扱い

について （平成18年３月31日保医発第0331002号）の１」
の(1)から(8)に規定される施設に入所している者又はサ
ービスを利用している者であって、当該施設内で腹膜灌
流を行っている患者

４（略） ２（略）

第11（略） 第11（略）

第12 処方せんの交付に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示 第12 処方せんの交付に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示
事項等告示第１２関係） 事項等告示第１２関係）
介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治 介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治

療材料の支給を目的とした処方せんの交付の禁止の例外とし 療材料の支給を目的とした処方せんの交付の禁止の例外とし
て、次の場合を定めたものであること。 て、次の場合を定めたものであること。

① 悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤 ① 悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤
（注射薬を除く ）の支給を目的とする処方せんを交付 の支給を目的とする処方せんを交付する場合。



する場合
② 疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給を目的と ② 疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給を目的と

する処方せんを交付する場合 する処方せんを交付する場合
③ 抗ウイルス剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは ③ 抗ウイルス剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能若しくは

効果を有するもの及び後天性免疫不全症候群又はＨＩＶ 効果を有するもの及び後天性免疫不全症候群又はＨＩＶ
感染症の効能若しくは効果を有するものに限る ）の支 感染症の効能若しくは効果を有するものに限る ）の支。 。
給を目的とする処方せんを交付する場合 給を目的とする処方せんを交付する場合

④ インターフェロン製剤（Ｂ型肝炎又はＣ型肝炎の効能
若しくは効果を有するものに限る ）の支給を目的とす。
る処方せんを交付する場合

⑤ 血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因
子抗体迂回活性複合体の支給を目的とする処方せんを交

う

付する場合
⑥ 自己連続携行式腹膜灌流に用いる薬剤の支給を目的と

する処方せんを交付する場合
⑦ 診療報酬の算定方法別表第三調剤報酬点数表第４節区

分番号30に掲げる特定保険医療材料の支給を目的とする
処方せんを交付する場合

⑧ エリスロポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を
行っている患者のうち腎性貧血状態にあるものに対して
使用する場合に限る ）の支給を目的とする処方せんを。
交付する場合

⑨ ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行
っている患者のうち腎性貧血状態にあるものに対して使
用する場合に限る ）の支給を目的とする処方せんを交。
付する場合

⑩ 人工腎臓用透析液（在宅血液透析患者に対して使用す
る場合に限る ）の支給を目的とする処方せんを交付す。
る場合

⑪ 血液凝固阻止剤（在宅血液透析患者に対して使用する
場合に限る ）の支給を目的とする処方せんを交付する。
場合

⑫ 生理食塩水（在宅血液透析患者に対して使用する場合
に限る。)の支給を目的とする処方せんを交付する場合

第13～15（略） 第13～15（略）


